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新島襄旧邸

アーモスト館

「寒梅の詩」

ま
え
が
き

若
き
日
の
新
島
襄
は
、
封
建
的
な
幕
藩
体
制
に
対
し
て
批
判
的
な
気
持
ち
を
い
だ
き
、
自
由
を
求
め
、
国
禁
を

犯
し
て
密
出
国
し
た
。
一
〇
年
近
い
米
国
で
の
勉
学
と
そ
れ
に
続
く
、
欧
米
教
育
視
察
（
岩
倉
使
節
団
）
を
通
じ

て
、「
教
育
を
通
じ
て
国
家
に
奉
仕
す
る
」
と
い
う
強
い
使
命
感
と
抱
負
を
も
っ
て
帰
国
し
た
。

時
代
は
明
治
維
新
改
革
で
、
国
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
幕
藩
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
、
新
規
事
業
が
創
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

新
島
は
、
わ
が
国
が
急
ぐ
べ
き
な
の
は
欧
米
技
術
の
移
入
や
産
業
創
出
と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
民
主

主
義
思
想
を
と
も
な
う
キ
リ
ス
ト
教
文
化
、
教
育
な
ど
精
神
文
化
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
持
論
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
知
育
、
徳
育
の
並
行
教
育
を
可
能
に
す
る
た
め
、
自
治
・
自
立
の
私
立
総
合
大
学
を
創

り
た
い
と
い
う
の
が
念
願
で
あ
っ
た
。

新
島
襄
が
米
国
か
ら
帰
国
後
、
上
州
安
中
で
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
第
一
声
以
来
、
群
馬
県
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、

新
島
襄
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
湯
浅
治
郎
ら
の
協
力
で
、
安
中
を
起
点
に
し
て
急
速
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
群
馬
県
に
は

そ
の
下
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
安
政
六
年
の
横
浜
開
港
に
伴
っ
て
、
群
馬
の
特
産
で
あ
っ
た
生
糸
の
需
要
が

急
激
に
高
ま
り
、欧
米
諸
国
に
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
、日
本
の
近
代
化
を
支
え
る
有
力
な
物
産
と
し
て
生
糸
が
ク
ロ
ー



ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
進
的
な
養
蚕
、
製
糸
、
織
物
の
産
業
が
一
体
的
に
稼
動
し
て
い
た
群
馬
県
は
そ

の
先
進
県
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

新
島
襄
は
教
育
家
、
宗
教
家
そ
し
て
政
治
思
想
家
と
し
て
複
数
の
顔
を
持
っ
て
い
る
が
、
宣
教
に
関
し
て
、
安

中
を
起
点
に
し
た
こ
と
が
、
新
島
も
驚
く
ほ
ど
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
近
代
化
を
め
ざ
し
、
政
治
、
法
律
、
経
済
、
理
化
学
、
文
学
、
医
学
、
宗
教
な
ど
の
分
野
に

有
能
な
人
材
を
供
給
し
よ
う
と
す
る
、
こ
の
教
育
事
業
は
、
膨
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
総
合
大
学
の
創
設
に

は
大
き
な
苦
難
を
と
も
な
っ
た
。

幸
い
、
山
本
覚
馬
、
徳
富
蘇
峰
や
湯
浅
治
郎
な
ど
同
志
を
得
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
す
る
、
てきとう
不ふ
き
の
事

業
家
・
新
島
襄
の
事
業
家
魂
は
多
く
の
政
・
財
界
人
の
理
解
と
協
力
を
得
る
の
に
成
功
す
る
。
遂
に
明
治
八
年
に
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
同
志
社
英
学
校
を
創
立
、
そ
し
て
、
翌
年
の
明
治
九
年
に
は
同
志
社
女
学
校
を
設
立
し
た
。

新
島
襄
が
取
り
組
ん
だ
教
育
家
、
宗
教
家
の
道
は
、
決
し
て
別
々
な
も
の
で
は
な
く
、
一
体
的
に
進
め
ら
れ
た
。

本
書
で
は
僅
か
一
六
年
と
い
う
短
い
期
間
で
、
ど
の
よ
う
に
理
念
で
成
就
寸
前
ま
で
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

か
、
豊
富
な
人
脈
を
通
じ
て
、
新
島
の
熱
誠
あ
ふ
れ
た
行
動
力
と
真
価
に
迫
っ
て
み
た
。

新
島
襄
の
事
業
素
養
と
い
う
べ
き
も
の
は
、
国
家
の
指
導
層
に
つ
な
が
る
豊
富
な
人
脈
に
あ
る
。
支
援
を
受
け

る
だ
け
で
な
く
、
高
い
見
識
と
技
量
で
多
く
の
有
能
な
弟
子
た
ち
を
育
て
、
ま
た
多
く
の
政
財
界
の
有
力
者
た
ち

に
も
影
響
を
与
え
た
。
新
島
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
は
人
間
尊
重
の
考
え
を
基
本
に
し
て
、「
自
由
」「
平
等
」と「
良

心
」
を
基
軸
に
し
て
、
同
志
の
支
持
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
自
由
・
自
治
・
自
立
の

精
神
を
も
と
に
「
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
の
育
成
」
が
息
づ
き
、
多
く
の
有
能
な
人
材
が
育
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
、
い
か
に
新
島
襄
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝
子
）
は
門
弟
や
後
継
者
に
注
入
さ
れ
、
継
承
さ
れ
た
か
は
一
大
関

心
事
で
あ
る
の
で
、
本
書
で
は
教
育
事
業
で
際
立
っ
た
協
働
関
係
に
あ
っ
た
徳
富
蘇
峰
を
中
心
に
門
弟
の
湯
浅
治

郎
、
深
井
英
五
、
柏
木
義
円
・
湯
浅
八
郎
、
そ
し
て
蘇
峰
の
弟
・
蘆
花
に
も
触
れ
る
こ
と
に
し
た
。

特
に
新
島
襄
と
徳
富
蘇
峰
と
は
約
一
四
年
間
の
密
接
な
師
弟
関
係
で
あ
っ
た
。
教
育
事
業
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
異
な
る
が
、
二
人
の
「

不

た
る
人
物
」
を
は
じ
め
、
共
通
点
が
極
め
て
多
く
、
し
か
も
補
完
関
係
に
あ

り
、
運
命
的
な
絆
を
感
ず
る
。「

不

」は
現
代
語
で
は
む
ず
か
し
い
言
葉
で
、
時
に
訳
注
も
必
要
に
な
る
が
、

新
島
襄
が
好
む
、
独
立
心
と
才
能
あ
ふ
れ
る
人
物
を
見
事
に
四
字
で
表
現
し
て
い
る
。

本
書
で
は
、
師
で
あ
る
新
島
襄
の
感
化
に
は
じ
ま
り
、
徳
富
蘇
峰
な
ど
五
人
の
門
弟
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
活
動
の
源
泉
は
何
で
あ
っ
た
か
を
探
索
し
、
時
代
を
観
る
全
方
向
的
な
感
受
性
、
一
歩
先
を
読
む
先
見
性
を
探

求
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
何
と
い
っ
て
も
蘇
峰
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
国
の
指
導
層
と
の
交
遊
と
人
脈
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
新
聞
記
者
、
新
聞
事
業
を
通
じ
た
世
論
と
の
接
点
、
そ
し
て
歴
史
家
と
し
て
の
飽
く
な
き
研
究
は
、
他

の
類
例
を
み
な
い
も
の
で
、
次
世
代
に
残
し
た
影
響
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

平
成
二
八
年
一
〇
月

志
村
和
次
郎
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